
                              



 
入 間 市 民 憲 章  

－昭和４９年６月１日制定－  
わたくしたちは、武蔵野の自然にめぐまれた入間市を愛し、より明るく、豊かな文化の 
まちをつくるため、ここに市民憲章を定めます。  
１ 自然を愛し、環境のよいまちをつくりましょう。  
１ きまりを守り、平和な住みよいまちをつくりましょう。  
１ 健康で働き、希望にみちたまちをつくりましょう。  
１ 教養を高め、心豊かなまちをつくりましょう。  
１ お互いにたすけあい、やすらぎのあるまちをつくりましょう。                 



 

市  章  
この市章は、入間市の「入」を

若鷲に形どり、円は市の円満、融

和と団結を表わし、中央の白い部

分は市の将来の永遠なる発展と

躍進を象徴している。  
市の花 
「茶の花」  

市の特産物である「狭山茶」を

象徴するにふさわしい花である。 
新茶の頃茶畑は、まるで緑のじ

ゅうたんを敷きつめたようであ

る。茶の花は秋に咲く。   
市の木 
「ケヤキ」  

市内に多く自生している木で

あり、新緑、紅葉そして葉を落と

した姿は雄大であり、人々を楽し

ませてくれる。   
市の鳥 
「ヒバリ」  

武蔵野に舞う、のどかな感じの

ある鳥「ひばり」。 
毎年、初夏になるとさえずりな

がら舞い上がる姿は、広く市民に

親しまれている。  
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市 制 施 行     昭 和 ４ １ 年 １ １ 月 １ 日 

位     置     東経     １３９°２３′ 

            北緯      ３５°４９′ 

面     積            ４４．６９k㎡ 

人     口     総数    １４６，８０８人 

             男     ７２，６５８人 

             女     ７４，１５０人 

世  帯  数           ６６，７２２世帯 

人 口 密 度           ３，２８５人/ k㎡ 

 

（令和 3年 4月 1日現在） 
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